
仙台会場

｢平成 2 2 年度先進的
.

虫劇的活動支援事業②貧困対策等社会的支援 (福祉的支援) が必要な事業｣

成人期の高機能広汎性発達 障害者と家族のサ ポ ー トツ ー

ル 開発事業

主催 : 特定非営利活動法人 ア ス ペ ･ エ ルデ の 会

協力 : 認定 N P O 法人 みや ぎ発達障害サ ポ ー

トネ ッ ト

高機能広汎性発達障害の 成人期の 方やその ご家族の 方や支援者の 方を対象に . 支援に つ い て の

ワ ー ク シ ョ ッ プ形式によるセ ミナ ー と講演を行い ます ｡

ご家族の方には発達障害に つ いて の捉え方と関わり方 ､ 当事者の方に は社会的行動のとり方に

つ い て , 短 い時間ですが 一 緒に取り組み たいと考えて おります ｡

また支援者の方にも ご参加 してい ただき ､ 今後の地域 での活動に活か して い た だ ければと思 い

ます ｡ 多くの皆さまの ご参加をお待ち して おります｡

日時 : 平成2 3 年 1 月 2 9 日 ( 土) 9 時受付開始

9 : 30 - 1 2 :3 0 セ ミナ ー と講演 / 12 : 3 0 - 1 3 : 00 支援者の ふりか えり

場所 : 宮城県建設産業会館 ( 仙台市青葉区支倉町 2 -

48)

くアクセ ス) バ ス , 仙台駅 29 番停留所よ り約 1 5 分 ｡ 交通局大学病院前下車徒歩約 1 分

/ 地下鉄 ･ 勾当台公園駅 より徒 歩約 10 分/ タクシ ー
, 仙台駅 より約1 0 分

参加定員 : 約60 名 ( 対象者 : 支援者 ･ 発達障害の ある成人の方やその ご家族の参加も可能)

参加費 : 無料

申 し込み方法 : N PO 法人ア ス ペ ･ エ ル デの 会の ホ ー

ム ペ
ー ジの

｢ 成人期の 高機能広汎性発達障害者と家族のサ ポ
ー

トツ
ー ル間発事業｣ か ら ､

申 し込みください ｡ 以下 の URL の ｢ 申 し込み ･ お問 い合わせ｣ か ら入 っ て いた

だき ｢ エ リア｣ を選ん で必要事項をご入力ください ｡

h t t p :// w w w . a s -j a p a n . j p/j/ f iI e/ s u p p o r t n e t/ s u p p o r t t o o l . h t m[

申 し込み時の入力事項 :

①お氏名

②ご連絡先 (携帯か パ ソ コ ン の ア ド レ ス ､ お持ちでな い 方は電話か フ ァ ク ス)

③お 立場 ( どれか
一

つ を選ん でくだ さい)

A) ご本人 B) ご家族 C) 支援者

④ご年齢 ※資料準備の都合上 ､

一 人づ つ お申 し込みください ｡

･ 定員 に達 した場合､ お断りの 連絡をさせ て い ただきます の でご了承く ださ い ｡

･ こ ちらか らご質問させて い ただきた い場合､ 連絡させ て い ただく場合が ご ざい ま すo

･ 実施会 敷 こ事業内容 に つ い て の お問 い 合わせ なさらな いようお願 い い た しますo

･ 当 日 マ ス コ ミ以外の 録音 ･ 録画はお断り してお りますo 必要な場合は事前に ご連絡く ださ い c

･ 問い合わせは､ ib a sh o@ a s
-

j ap a n . jp もしくはファ ッ クス 05 2
- 505 - 500 0 へ お願い します.



各 位

ア ス ペ
･

エ ルデの会 CEO

中京大学現 代社会学部教授 ･ 浜松医科大学客員教授

辻 井 正 次

r 平成 22 年庭先進的 ･ 独創的活動支援事糞②貧困対策等社会的支援 (福祉的支援) が必要な事業｣

成人期の高槙能広 汎性発達障害者と家族のサポ ー トツ ー ル開発事業開催に つ いて

初秋の候 ､ 時下ますます ご清祥の段 , お慶び申 し上 げます ｡ 平素は格別 の ご高酉己を賜り ､ 厚く

お礼申し上 げます o

さて ､ 弊会ではこの たび独立行政法人福祉医療機構より助成いただ普 , 別紙の通り発達障害の

ある成人とその家族の ための ワ ー クシ ョ ッ プを行うことに なりましたo 今年で 5 年目の継続葵施

となります ｡

2 005 年 4 月より発達障害者支援法が施行され ､ 全国的な支援が広がるように なりました ｡ しか

し
､
いまだに 多くの発達障害成人の方たちが ､ 十分な支援ない状態に置かれて い ます o なか でも ､

高機能広汎性発達障害 の場合 ､ い ままで は 障害者福祉 の 対象で はなか っ た ため ､ どの よう な支 援

が必要で あるかの理解が普及 していな いの が実情です ｡ 発達障害である こ との 診断が遅れ た場合

が大きく ､ 二 次的な精神科疾患を合併 し､ その後引きこ も っ たりする場合も少なくありませ ん ｡

また ､ もともとの社会性の 障害の ため詐欺被害に あうな どの こともあり社会的な問題に もな っ て

います ｡

平成 18 年度 より ､ ア ス ペ ･ エ ル デの会が ､ 福祉医療機構か らの助成金で 成人期の高機能広汎性

発達障害者のサポ ー ト ヤ ネ ッ トワ ー ク作り事業を実施 しております ｡ アス ペ ･ エ ル デの会は .
1 992

年より ､ わが国では最 も早くから高機能広汎 性発達障害児者 へ の支援をス タ ー トした自助団体で

もあり ､ 支援 ･ 研究機関で もあります ｡ 乳幼児期か ら成人期まで 多くの 人たちの 支援をしつ つ ､

そのノ ウ ハ ウをまとめて きました ｡

今年度は ､ 午前が当事者ご家族､ 午後が当事者ご本人 対象で ,

一 般の講演に加え実際に どうし

たらい い か と いう実習を含め た ､ 具体的に家庭で役に 立 つ 内容を実施する予定です ｡

具体的に どう取り組むか を､ 各地の 現場の臨床家の皆様に覚えて い ただきながら実施 して い く

やり方 を考えて おり , 多数の当事者ご本人 や家族, 支援者の底床家の方たちとご
一

緒い た した い

と考え ております｡ 国の事業の
-

環ですので , 無料での 開催となります ｡

せ っ かくの機会です し ､ 最新の世界的な研究動向などもあわせ てお詣で きればとも考え ており

ますの で ､ 関係の皆様に広くお声がけい ただき ､ 多くの 方に ご参加をお蔽い できましたら幸 い で

す . 皆様とお会いで きるのを楽 しみ に しております o




